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昭
和
六
十
一
年
度　

防
火
標
語
優
秀
作
品

渦
水
西
南
地
区
の
開
発
始
動
〃
‥

束
を
し
︑
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
全
員

で
︑
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

­　
　

県
営　
圃
場

受
益
者
が
永
年
熱
望
し
て
き
た

基
盤
整
備
が
関
係
者
の
理
解
と
'

協
力
が
み
の
り
へ　
今
年
度
よ
り
工

事
着
工
の
運
び
と
な
­
︑
西
小
学

校
北
側
の
現
地
に
於
い
て
へ　
関
係

者
多
数
の
出
席
の
も
と
へ　
起
工
式

が
し
め
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
︒

ほ
場
整
備
の
全
体
面
積
は
'

七

十
六
h
a
へ　
総
事
業
費
六
億
五
千
七

百
万
円
で
施
工
さ
れ
る
も
の
で
︑

本
年
度
は
︑
潤
水
西
小
学
校
北
側

一
帯
の
六
︑
四
h
a
が
実
施
さ
れ
ま

す
︒計

画
内
の
高
江
出
分
よ
り
北
田

島
一
帯
の
水
田
は
'

明
治
末
期
か

整
備
事
業　
　

­

ら
大
正
初
期
に
耕
地
整
理
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
が
へ　
本
事
業
に
よ

り
︑
標
準
区
画
の
三
〇
ア
ー
ル
に

区
画
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
︒な

お
︑
ほ
場
整
備
関
連
事
業
と

し
て
農
免
農
道
整
備
︑
県
道
菊
鹿

熊
本
線
バ
イ
パ
ス
が
︑
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
へ　
地
区
の

益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
︒

みんなそろって・­­敬礼

潤
水
初
/

ほ場整備中の水田(西小学校北側)

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成

=
田
島
保
育
園
=

潤
水
初
へ　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

結
成
式
が
十
月
二
十
八
日
㈹
︑
田

島
保
育
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
︒
潤
水
町
長
︑
町
議
会
議
長
'

菊
池
西
部
消
防
署
消
防
長
︑
町
消

防
団
長
の
視
辞
が
あ
り
︑
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
ロ
貝
(

田
島
保
育
園
園
児
)

三
十
八
名
は
︑
松
岡
勇
樹
君
の
号

令
に
合
わ
せ
て
ピ
シ
ッ
と
し
た
行

動
を
し
て
い
ま
し
た
︒

最
後
に　
『
私
達
は
絶
対
に
火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
』
な
ど
三
つ
の
約

平
野
地
区
に
は
'

お
伊
勢
さ
ん

と
い
う
由
緒
あ
る
神
様
が
祭
ら
れ

て
い
て
'

伝
統
的
行
事
と
し
て
区

民
総
出
で
今
尚
︑
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
︒
今
年
は
あ
ら
た
に
区
民
の

教
養
と
文
化
の
向
上
を
計
る
と
共

に
親
睦
と
連
帯
感
を
深
め
る
為
に
へ

五
月
二
十
八
日
第
一
回
の
春
の
文

化
祭
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
丹

精
こ
め
て
育
て
た
満
開
の
サ
ツ
キ

が
多
数
出
品
さ
れ
'

会
場
を
埋
め

つ
­
し
ま
し
た
︒
ま
た
へ　
広
場
に

於
い
て
野
菜
等
︑
格
安
に
て
青
空

市
場
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
盛
況
裡

に
終
り
大
好
評
で
し
た
︒

去
る
十
一
月
二
日
に
は
'

第
一

回
の
秋
の
文
化
祭
を
開
催
し
た
が

農
繁
期
の
多
忙
な
時
期
に
も
か
,

わ
ら
ず
区
民
の
大
多
数
が
参
加
し

丹
精
こ
め
た
菊
花
及
び
寒
蘭
多
数

が
出
品
さ
れ
'

春
の
文
化
祭
同
様

区
民
の
生
産
者
か
ら
の
野
菜
及
び

菊
花
の
青
空
市
場
も
大
好
評
を
博

し
ま
し
た
︒
続
い
て
午
后
六
時
よ

り
親
睦
と
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
を
か
ね

て
の
菊
花
寒
蘭
を
眺
め
乍
ら
の
懇

親
会
は
︑
区
民
の
協
力
と
連
帯
感

が
益
々
深
ま
っ
た
事
を
痛
感
し
有

意
義
を
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
︒

体
育
行
事
と
し
て
は
'

先
祖
供

養
当
日
に
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

全
を
実
施
し
て
︑
区
内
五
チ
ー
ム

参
加
で
珍
プ
レ
ー
等
で
大
賑
わ
い

でした︒
そ
の
他
︑
魂
の
ふ
る
さ
と
づ
く

町の人口と世帯数
10月中の
移　　動
・出生14人
・死亡6人
・転入76人
・転出42人

10月31日　　　前月
現在の人口　　　対比
男　　5,483人　31人
女　　5,934人11人
計　11,417人　42人

稔世帯数3,159戸13戸

り
の
一
環
と
し
て
農
業
用
溜
池
を

改
修
L
t　

鯉
や
登
を
養
育
し
て
区

民
の
憩
の
場
所
及
び
防
火
用
水
と

し
て
環
境
整
備
を
し
て
ゆ
­
事
も

計
画
し
て
い
ま
す
︒

平
野
公
民
館
長　

立
山
篤
夫

日
間
闇
的

い
よ
い
よ
十
二
月
と
な
り
今
年

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
ケ
月
と
な

り
ま
し
た
︒

各
家
庭
に
お
か
れ
て
は
'

仕
事
の

整
理
・
各
種
支
払
い
・
大
掃
除
等

ま
す
ま
す
忙
し
­
な
っ
て
き
ま
す
︒

今
月
の
表
紙
は
︑
子
供
た
ち
に

よ
る
「
も
ち
つ
き
」　
で
す
︒

こ
れ
が
あ
る
と
'

き
っ
と
皆
さ
ん

の
家
庭
に
も
︑
良
い
年
が
迎
え
ら

れ
る
事
で
し
ょ
う
︒
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司
法
試
験
に
見
事
合
格

小
児
マ
ヒ
克
服

宮
出
分　

乗
俊
裕
さ
ん

数
あ
る
国
家
試
験
の
中
で
も
へ

極
め
て
困
難
な
も
の
で
あ
る
司
法

試
験
に
'

富
出
分
の
東
俊
裕
さ
ん

(
三
三
才
)

が
見
事
合
格
し
ま
し
た

東
さ
ん
は
'

幼
少
の
頃
へ　
重
度

の
小
児
マ
ヒ
に
か
か
り
'

右
足
が

不
自
由
と
な
り
'

松
葉
づ
え
や
亜

い
す
の
生
活
を
余
儀
な
­
さ
れ
ま

し
た
o　
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に

関
係
の
な
い
職
業
」　
と
い
う
事
を

考
え
へ　
各
方
面
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
な
が
ら
へ　
司
法
試
験

に
望
み
'

今
回
へ　
七
回
目
に
し
て

成
功
に
至
っ
た
も
の
で
す
︒

将
来
は
'

弁
滅
師
希
望
と
の
事

で
す
の
で
益
々
の
ご
活
路
を
期
待

致
し
ま
す
o

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
1
回
親
子
工
作
大
会
が
十
1

月
二
日　
(

日
曜
)

改
善
セ
ン
タ
ー

前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
は
へ　
親
子
で
日
曜
大
工
を

す
る
こ
と
に
よ
り
親
子
の
対
話
を

図
り
'

物
を
作
る
こ
と
の
苦
労
や

楽
し
さ
を
教
え
る
こ
と
を
目
的
に
'

町
教
育
委
員
会
が
開
い
た
も
の
で

約
二
十
組
の
親
子
が
楽
し
げ
に
精

を
出
し
て
い
ま
し
た
︒

昭
和
六
十
1
年
度
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
十
一
月
十
六
日
に

大
津
町
に
於
て
'

熊
本
県
教
育
委

員
会
へ　
大
津
町
の
主
催
に
よ
り
都

市
民
の
豊
か
な
健
康
生
活
の
向
上

を
E
g
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
︒
潤
水
町
か
ら
も
全
種
目

に
出
場
L
Y　
優
秀
な
成
績
を
納
め

ま
し
た
︒

結
果
は
次
の
と
お
­
で
す
︒

二
位

壮
年
­
ニ
バ
レ
ー
五
十
才
代
女
子

永
愛
好
会
チ
～
ム

三
位

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子

永
健
康
友
の
会
チ
ー
ム

壮
年
­
ニ
バ
レ
ー
五
十
オ
代
男
子

村
宕
チ
ー
ム

夫
婦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

潤
水
町
チ
ー
ム

尚
へ　
歩
け
歩
け
大
会
も
約
十
k
m

の
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
︒

&
f
l
n
E
H
f
l

ォ
L
!

a
i

昭
和
六
十
1
年
十
月
十
日
付
で

潤
水
町
教
育
委
員
会
委
員
へ
徳
永

高
志
氏
の
辞
職
に
伴
い
'

後
任
委

員
と
し
て
稲
田
敏
男
氏
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
︒

㈲
蜜

千
鳥
は
チ
ド
リ
科
の
渡
り
鳥
︒

冬
季
に
海
岸
や
河
味
な
ど
で
群
が

っ
て
飛
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
が
'

千
鳥
と
い
っ
て
も
「
千
鳥
足
」
で

ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
の
は
'

人
間
・

の
酔
っ
ぱ
ら
い
で
す
︒

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
'

真
っ
赤
な
顔
で
わ
め
き
歩
­
酔
漢

が
現
れ
ま
す
︒
「
顔
は
猿
へ
足
は

千
鳥
に
人
だ
か
り
」
と
い
­
古
川

柳
の
昔
と
変
わ
ら
な
い
光
景
と
い

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
0

左
右
に
踏
み
ち
が
え
て
歩
­
千

鳥
の
足
ど
り
か
ら
へ
あ
っ
ち
こ
っ

ち
と
ふ
ら
つ
­
酔
歩
を
「
千
鳥
足
」

と
呼
ん
だ
わ
け
で
す
︒

最
優
秀
作
品
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末
」
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最
優
秀
作
品
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末
」

渦
水
町
チ
ー
ム
独
占

菊
池
西
部
地
区
消
防
組
合
主
催

に
よ
る
第
一
回
屋
内
消
火
栓
操
法

競
技
大
会
が
Y　
十
l

月
七
日
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
西
合
志
町
中
央

運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
︒
潤
水
︑
合
志
へ

西
合
志
の
三
町
で
屋
内
消
火
栓
設

備
設
置
事
業
所
を
対
象
に
︑
操
法

技
術
の
習
熟
へ　
維
持
管
理
の
徹
底
へ

防
火
意
識
の
向
上
︑
自
衛
消
防
隊

の
強
化
を
図
る
こ
と
で
︑
男
子
二

十
五
チ
ー
ム
へ　
女
子
八
チ
ー
ム
が

出
場
し
日
頃
訓
練
し
た
技
術
を
競

い
ま
し
た
︒

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

男
子
の
部

優
勝　

潮
水
町
改
善
セ
ン
タ
ー

2
位　

潤
水
町
B
チ
ー
ム

3
位　

潤
水
町
A
チ
ー
ム

努
力
賞
湖
水
町
C
チ
ー
ム

女
子
の
部

優
勝　

菊
池
園

2
位　

西
合
志
町
役
場

3
位　

三
菱
電
機

努
力
賞　

再
春
荘
病
院

優勝した泊水町改善センター

ファミリーグランドゴルフ大会

第
l

回
フ
ァ
ミ
リ
ー

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
全

が
十
月
二
十
六
日　
(

日

曜
)

潤
水
中
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
;
rグ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は

現
在
各
方
面
よ
り
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
︑
子
供
か

ら
お
年
寄
ま
で
気
軽
に

楽
し
め
ま
す
︒

当
日
は
︑
町
内
か
ら

十
九
チ
ー
ム
約
百
人
が

参
加
し
︑
穏
や
か
な
雰

同
気
の
う
ち
に
大
会
が
終
了
し
ま

した︒結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

一
位　
永
健
康
友
の
会

二
位　

老
人
ホ
ー
ム
職
員

三
位　

老
人
ホ
ー
ム

国
営
菊
池
台
地
土
地
改
良

昭
和
五
十
川
年
の
着
工
か
ら
八

年
目
を
迎
え
た
国
営
菊
池
台
地
土

地
改
良
車
業
は
'

五
十
九
年
に
特

別
会
計
に
移
行
し
'

完
工
を
め
ざ

し
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
︒
7
万
へ　
事
業
の
水
源
と

な
る
竜
門
ダ
ム
建
設
も
水
没
者
の

移
転
を
終
え
て
'

い
よ
い
よ
本
体

着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
︒

し
か
し
'

や
が
て
来
る
豊
富
な

水
を
有
効
に
使
う
に
は
'

国
営
の

地
区
内
で
の
末
端
の
土
地
基
盤
整

慎重に.′はいるかな/

ヨイショー　ホールインワン/

価
が
不
可
決
の
条
件
で
す
︒
本
地

区
の
場
合
へ　
県
営
の
土
地
基
盤
整

備
事
業
は
'

全
体
で
二
三
地
区
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
'

そ
の
中

で
完
了
し
て
い
る
の
は
へ　
ま
だ
三

地
区
し
か
あ
­
ま
せ
ん
︒
従
っ
て
へ

国
営
事
業
が
終
る
ま
で
に
は
残
り

の
地
区
が
完
了
し
な
け
れ
ば
'

事

業
効
果
の
早
期
発
現
は
望
め
ま
せ

­
rそ

こ
で
へ　
国
営
に
付
帯
す
る
関

連
事
業
の
必
要
性
と
緊
急
性
に
つ

い
て
啓
蒙
を
図
­
︑
受
益
者
相
互

間
に
事
業
推
進
の
気
運
を
高
め
る

た
め
へ　
国
営
菊
池
台
地
土
地
改
良

関
連
事
業
推
進
大
会
が
︑
十
一
月

十
一
日
︑
菊
池
市
文
化
会
館
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
︒

大
会
に
は
各
地
区
の
受
益
農
家

代
表
の
約
二
〇
〇
名
の
ほ
か
へ　
農

林
水
産
省
へ　
九
州
農
政
局
へ　
熊
本

県
な
ど
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
︒

●≠心のスキ〝が狙われます
ト年末の犯罪に遭わないために車

留守を頼むことも忘れずに。
(診多額の現金は、なるべく手元に置かないよ

うにO通帳と印鑑は別々に保管を。
③混雑する場所へ行くときは、必要以上の現

金を持ち歩かない。
④大金を持ち歩くときは、複数で行動するな

ど細心の注意を払
つ。

⑤車や自転車を駐車
するときは、必ず
カギを掛けるよう
に。車の中には現
金など大切なもの
を置かない。

「今年中にこれだけは済ませておきたい」
「△△の料金は今年中に支払わなければ­・」
年の瀬は、これもしなければ、あれもしな

ければと、なにかとあわただしくなります。
忙しさでつい家のカギを掛け忘れたり、大切
なものを置き忘れるなど、ちょっとした"心
のスキ〝　ができやすいこの時期は、空き巣や
スリにとって絶好の稼ぎ時です。

ドロボーは、あなたのちょっとした気のゆ
るみを狙っています。年末に空き巣やスリな
どの被害に遭わないために、次のことに注意
してくださいO
①外出するときは、たとえわずかな時間でも

カギを掛ける。また、隣近所に一声かけて

入
選
作
品
「
火
の
用
心

家
族
み
ん
な
の　
あ
い
こ
と
ば
」

澗
水
小
六
年　
　

松
永
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般　　会　　計

歳　　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

火
の
用
心　

家
族
み
ん
な
の　

あ
い
こ
と
ば

区 分
科 E]

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 現 計 予 算 額 収 入 済 額 (イ) 収 入 率 (イ)の 割 合

1 . 町 税 5 17 ,2 0 5

3 5 , 00 0

∠ゝ 4

18 ,6 25

5 17 , 20 5 3 15 ,8 0 2
冗

6 1 .1
%

34 . 6

2 . 地 方 譲 与 税 34 ,5 00 34 ,5 0 0 7 , 03 7 2 0 .4 0 .8

3 . 娯 楽 施 設 交 付 金 10 ,0 00 10 ,0 0 0 4 , 36 0 4 3 .6 0 .5

4 ­ 自 動 車 取 得 税 2 0 ,3 00 2 0 ,3 0 0 1, 62 4 4 2 .5 0 .9

5 . 地 方 交 付 税 80 8 ,0 00 84 3 ,0 00 4 26 , 03 0 50 .5 4 6 .7

2 .6

6 . 交 通 安 全 交 付 金 1 ,1 00 1 , 100 0 ­
7 . 分 担 金 及 負 担 金 4 6 ,2 69 4 1 ,2 6 5 2 3 , 38 2 56 .7

8 . 使 用 料 及 手 数 料 28 ,4 6 8 28 ,4 68 14 ,3 30 50 .3 1 .6

9 . 国 庫 支 出 金 2 22 ,7 8 6 24 1 ,4 11 4 0 ,4 4 1 16 .8 4 .4

10 . 県 支 出 金 2 18 ,0 19 19 ,7 26

10 0 ,0 00

2 37 ,7 4 5 5 5 ,4 18 23 .3 6 . 1

l l . 財 産 収 入 40 , 23 6 40 , 23 6 1,0 27 19 .9 O .s

1 .0

12 . 寄 件 金 57 0 100 , 57 0 0 ­
13 . 繰 入 金 7 , 00 0 50 ,0 54 57 , 05 4 0 ­
14 . 繰 越 金 10 ,0 0 0 25 , 199 3 5 , 19 9 0 ­
1 5. 諸 収 入 2 7 ,2 4 7 3 94 2 7 ,6 4 1 9 , 577 3 4 .6

1 6. 町 債

17. 運 用 金

13 4 ,3 00 20 ,0 00 15 4 ,3 0 0 0

△ 35 0

歳 入 合 計 2 , 12 1 ー0 00 2 68 ,9 9 4 2 , 38 9 ,9 94 9 12 , 67 8 3 8 .2 100 .0

歳 出 (単位:千円)
区 分

科 目
当 初 予 算 額 補 正 予 算 額 現 計 予 算 額 支 出 済 額 (イ) 支 出 率 (イ) の 割 合

1 . 議 会 費 5 3 , 58 2 2 , 7 18 56 , 3 0 0 25 , 0 80
%

44 . 5
%

2 . 9

2 . 総 務 費 3 04 , 74 1 1 16 , 18 1 4 20 , 92 2 14 7 , 4 7 3 3 5 . 0 16 . 9

3 . 民 生 費 3 4 7 , 4 9 2 5 , 8 09 3 5 3 , 30 1 1 66 , 9 5 3 4 7 . 3 19 . 2

4 . 衛 生 費 13 9 , 3 13 4 , 2 7 7 14 3 , 59 0 63 , 8 38 4 4 . 5 7 . 3

5 . 農 林 水 産 業 費 2 0 4 , 50 9 29 , 7 94 2 3 4 , 30 3 63 , 7 0 7 2 7 . 2 7 . 3

6 . 商 工 費 12 , 19 8 △ 2 , 19 7 10 , 0 0 1 1 , 4 2 1 14 . 2 0 . 2

7 . 土 木 費 28 0 , 5 52 2 2 , 58 1 3 0 3 , 1 33 40 , 37 3 13 . 3 4 . 6

8 . 消 防 費 9 0 , 24 7 1 , 29 0 9 1 , 5 37 50 , 17 6 5 4 . 8 5 . 8

9 . 教 育 費 32 5 , 9 0 5 2 3 , 77 3 34 9 , 6 78 11 1 , 77 3 3 2 . 0 12 . 8

10 . 災 害 復 旧 費 18 5 1 5 , 65 9 15 , 8 44 10 4 0 . 7 0 . 0

l l . 公 債 費 35 9 , 6 18 4 9 , 76 7 4 0 9 , 3 8 5 2 00 , 66 2 4 9 . 0 2 3 . 0

12 . 予 備 費 2 , 6 5 8 △ 65 8 2 , 0 00 0 ­

歳 出 合 計 2 , 12 1 ▼0 0 0 2 6 8 , 99 4 2 , 38 9 , 9 94 8 7 1 , 56 0 3 6 . 5 一o o . 0
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i四,氷町 財 政 ∫青公 表
潤水町財政事情の公表に関する条例(昭和52年12月21日条例第18号)の規定に基づき、昭

和61年度上半期(4月～9月)の財政事情を公表します。
ここに公表します「財政事情」は、昭和60年度決算の状況、昭和61年度上半期における予

算の執行状況を主な内容としています。
昭和61年度の当初予算は、 3月定例町議会に提案し可決されましたが、町の行財政の基盤

をなすものは予算であ.上予算が如何に編成され執行されているか財政の動きを知っていた
だき、今後の町政発展のために、町民の皆様の一層のご理解とご協力をお噸いします。

昭和61年11月1日　潤水町長　有田義行

義

昭和61年度上半期予算の概要及び予算執行状況
入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

区 分 会 計 区 分 現 計 予 算 額 収 入 済 額 収 入 率

1 般 会 計
1

2 , 3 8 9 , 9 9 4 9 1 2 , 6 7
%

3 8 . 2

・蝣> 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6 0 0 , 9 7 7 2 7 0 , 5 1 9 4 5 . 0

3 住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 2 , 9 0 3 1 , 1 5 6 3 9 . 8

4 老 人 保 健 特 別 会 計 6 8 0 , 3 4 3 2 7 7 , 4 3 2 4 0 .

5 農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 1 5 4 、9 5 3 3 , 5 0 0 2 . 3

6 水 道 事 業 特 別 会 計 1 0 4 , 9 1 8 4 7 , 8 1 8 5 . 6

合 計 3 , 9 3 4 , 0 8 8 ー′5 1 3 ′1 0 3 3 8 . 5

歳　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)
区 分 会 計 区 分 現 計 予 算 触 支 出 済 榔 支 出 率

1 般 会 計 2 , 3 8 9 , 9 9 7 1 , 5 6 0
一 %

3 6 . 5

2 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6 0 0 , 9 7 7 2 5 7 , 6 8 1 4 2 . 9

3 住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 2 , 9 0 3 1 , 1 1 4 3 8 . 4

4 老 人 保 健 特 別 会 計 0 , 3 4 3 2 7 2 , 2 0 0 0 . 0

5 . 農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 1 5 4 , 9 5 3 1 , 8 9 1 1 . 2

6 水 道 事 業 特 別 会 計 1 3 2 , 9 6 4 7 , 9 5 4 3 6 . 1

合 計 3 , 9 6 2 , 1 3 8 1 ′4 5 2 ′4 0 0 3 6 . 7

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末



(9)第228号　　　　　　し　す　い　広　報　　　　昭和61年12月1日発行
l用HrlH　　　　　　‖HH日間millinium川日日川mrllH=linn川immijj!HIFHH川Hl日日日日日日日日川日間mini川IFF‖州日日日日日日HmHIllllll日日HHHMHrH‖Illlllllll=fill川IIIFI川inlinn川　　　　　　日日日日HHH川l

特別会計

昭和61年12月1日発行　　　　し　す　い　広　報　　　　　　第228号(8)
lHlH州minim川IH‖1H日間日日lH川Hiiiiiiii川IH‖niimiMMimi川　　　　　川=FF‖Hmm日間川‖1=imiiiH=lH日日日日mHMHIMH川【日日=l=mi川州日間日日川川=IMIIIMHmH=l川mIlllllt日日日日llm川IllHm日日‡

昭 6 m A 歳 出 決 算 申 ... ◆I
国民健康保険特別会計 使用料及び

辛

歳

L　もソ­]
＼--____-一一

rv:也.1?17il

総務f/222

住宅新築資金等特別会計

こ
の
様
に
な
り
ま
し
_

●　

私
た
ち
の
町
で
は

●

知
っ
て
い
ま
す
か
?

一般会計
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(ロ)車　　輪

財産・積立金・町債について
(1)町有財産の状況
(イ)土地及び建物　　　　　　　　　　　　　(単位Itf)

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末

種 別 台数

乗 用 車 o

ラ イ ト バ ン 4

ダ ン プ 1

消 防車(積 載車 ) 14

種 別 土 地 建 物

本 庁 舎 8 , 4 8 4 3 , 1 9 0

公 学 校
坐

7 9 , 2 5 5 1 6 , 5 1 3

用 公 営 住 宅
財
産 そ の 他 の 施 設

2 9 , 2 4 1 , 0 9 0

6 7 , 7 1 0 3 6 , 9 1 9

山 林 3 , 3 1 3 , 8 4 5 ­

そ の 他 1 6 , 7 4 3 ­

合 計 3 ′5 1 5 ′2 7 8 6 4 ′7 1 2

(2)積立金の状況
区 分 財政調笠基金

械 立 会
土地開発基金
輯 立 会 そ の 他 汁

一 般 会 計 24 6 , 39 6 2 8 , 5 32 5 63 , 10 2 8 38 , 0 30

国 保 会 計 163 , 99 1 ­ 16 3 , 99 1

合 計 4 ー0 , 3 87 28 , 5 3 2 56 3 , 102 1 , 0 02 ▼02 ー

町民一人当り負担額　227,609円
一世帯当り負担額　822,967円

o S61年度における町民1人当りの税負担状況

区 分 金 額

町 民 税 20 , 340円
固 定 資 産 税 21 , 128円
軽 自 動 車 税 1, 124円
た ば こ 消 費 税 1, 547円
電 気 税 1, 657円

汁 45 , 796円

(/う　社債・出資金・出指金　　(単位:千円)
1.電信、電話公社債　　　　　　　　355
2 ・熊本県信用保証協会出指金　　1,700
3.熊本県中小企業振興公社出資金　　　50
4.熊本県畜産物価価格安定基金協会出資金　120
5.熊本県畜産開発公社出資金　　　　310
6 ・熊本県農業信用基金協会出資金　　810
7.菊池森林組合出資金　　　　　　　902
8.熊本県農地管理公社出指金　　　　202
9 ・熊本テクノポリス技術開発基金出指金　　5,050
10・潤水町土地開発公社出指金　　10,000

(3)町債の状況
○町債の現在高(一般会計)

借 入 先 金 額

政 府 資 金
千円

1 , 9 1 4 , 1 1 0
(1)資 金 運 用 部 ( 1 , 4 2 0 , 9 3 4 )
(2)簡 易保 険 局 ( 4 9 3 , 1 7 6 )

公 営 企 業 金 融 公 庫 3 1 3 , 6 5 0
政 府 関 係 機 関 1 9 , 2 8 6
市 中 銀 行 2 0 , 4 6 0
そ の 他 の 金 融 機 関 1 6 8 , 4 5 0
共 済 組 合 5 7 , 1 0 6
そ の 他 9 5 , 9 9 2

合 計 2 , 5 8 9 , 0 5 4

●

・

●

●
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明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
て
'

わ
が
国
で
は
毎

年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
を
人
権
週
間
︑
十
二
月
十

日
を
人
権
デ
ー
と
し
て
人
権
思
想
の
普
及
と
人
権
意
識
の

向
上
を
広
­
国
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
︒

大
切
な
基
本
的
人
権

わ
た
し
た
ち
は
唯
も
が
人
間
ら

し
­ 

︑
幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
︒

そ
の
実
現
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
が　
「
人
権
」　
で

す
︒い

ま
わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
︑

い
じ
め
や
部
落
差
別
を
は
じ
め
へ

女
性
へ　
障
害
者
問
題
な
ど
一
日
も

早
­
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
︒

今
年
の
人
権
週
間
は
次
の
四
点

を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
機
会
に
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
へ

今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

い
じ
め
・
体
罰
の
根
を
絶
と
う

い
ま
'

児
童
へ　
生
徒
間
の　
「
い

じ
め
」
が
大
き
な
杜
全
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
︒
「
あ
だ
名
」
や
悪

口
を
言
っ
た
り
'

仲
間
は
ず
れ
に

し
た
り
'

打
っ
た
り
︑
蹴
っ
た
り

す
る
な
ど
︑
そ
れ
が
当
た
り
前
の

こ
と
の
よ
う
に
く
り
返
さ
れ
る
た

め
に
へ　
い
じ
め
ら
れ
る
子
は
大
き

な
痛
手
を
受
け
︑
自
殺
な
ど
の
重

大
な
問
題
を
引
き
起
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
い
じ
め
は
'

相
手
の

立
場
を
考
え
へ　
相
手
の
気
持
を
思

い
や
る
と
い
う
最
も
大
事
な
人
権

尊
重
の
精
神
が
欠
け
て
い
る
と
こ

ろ
に
起
こ
り
ま
す
︒
し
か
し
'

ど
の

よ
う
な
理
由
で
あ
れ
︑
い
じ
め
ら

れ
る
子
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
こ

と
に
な
る
い
じ
め
が
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

わ
た
し
た
ち
は
'

子
供
等
が
相

手
の
立
場
に
た
ち
へ　
相
手
の
心
の

痛
み
が
分
る
思
い
や
­
の
気
持
を

も
っ
て
明
る
い
友
達
関
係
を
つ
­

る
よ
う
学
校
や
家
庭
の
み
な
ら
ず

地
域
ぐ
る
み
で
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
︒

ま
た
へ　
教
育
職
員
に
よ
る
体
罰

は
︑
た
と
え
へ　
そ
れ
が　
「
愛
の
む

ち
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
体
罰
を

受
け
る
児
童
へ　
生
徒
は
'

こ
れ
を

暴
力
や
屈
辱
と
し
て
受
け
止
め
る

場
合
が
少
な
­
な
く　

必
ら
ず
L

も
教
育
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
︑
学
校
教
育
法
十

一
条
で
「
体
罰
」
を
禁
止
し
て
い

る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
で
す
︒

体
罰
が
児
童
へ　
生
徒
の　
「
い
じ
め
」

を
誘
発
L
へ　
助
長
し
て
い
る
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
︒
親
と
し
て

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い　
「
基
本

的
生
活
態
度
」
を
「
殴
っ
て
も
い

い
か
ら
」
と
学
校
に
任
せ
る
傾
向

も
み
ら
れ
ま
す
が
'

子
供
の　
「
人

権
」　
の
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒

わ
た
し
た
ち
は
「
い
じ
め
」
や

体
罰
が
児
童
へ　
生
徒
の
人
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
分

理
解
し
'

学
校
へ　
家
庭
へ　
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
根
絶
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

部
落
差
別
を
な
­
そ
う

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
'

同
和
対
策
審
議
会
答
申
で
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に　
「
国
を
は
じ
め
と

す
る
行
政
の
責
務
で
あ
り
︑
同
時

に
国
民
的
課
題
」　
で
す
︒

本
町
で
は
'

同
和
問
題
解
決
を

町
政
の
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
各
種
の
施
策
な
ど
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
現
在
で
も
結
婚
や
就

職
な
ど
に
際
し
て
の
心
理
的
差
別

が
依
然
と
し
て
跡
を
絶
た
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
︒

わ
た
し
た
ち
は
'

社
会
に
ま
だ

根
強
く
残
さ
れ
て
い
る
心
理
的
差

別
が
l

日
も
早
­
解
消
す
る
よ
う
︑

自
分
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て

行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
︒

女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

憲
法
に
は
男
女
平
等
の
原
則
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
家
庭
や

職
場
で
は
ま
だ
十
分
に
生
か
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

s
z
s
a

そ
の
た
め
に
︑
雇
用
関
係
を
は

じ
め
各
分
野
に
お
け
る
男
女
平
等

を
確
保
す
る
た
め
の
法
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
︒

わ
た
し
た
ち
は
'

そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
も
う
一
度
男
女
平
等
の
原

則
を
考
え
へ　
女
性
の
能
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
社
会
を
み
ん
な
で
築

き
あ
げ
ま
し
ょ
う
︒

x
恕

障
害
者
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

わ
が
国
で
は
'

昭
和
五
十
六
年

の
国
際
障
害
者
年
を
契
機
と
し
て
︑

障
害
者
問
題
に
つ
い
て
国
民
の
理

解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
障
害
者

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
へ　
十
二

月
九
日
を
「
障
害
者
の
日
」
と
定

め
て
障
害
者
問
題
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

心
身
に
障
害
を
も
つ
方
の　
「
完

全
参
加
と
平
等
」
を
目
指
し
'

ま

た
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
社
会
の
一

員
と
し
て
社
会
へ　
経
済
へ　
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
面
で
積
極
的
に
活

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

障
害
を
も
つ
方
々
に
つ
い
て
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︒

火
の
用
心　

家
族
み
ん
な
の　

あ
い
こ
と
ば
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末

家
庭
で
同
和
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

魂
理
解
し
あ
え
る
家
族
関
係
を

つ
­
り
ま
し
ょ
う

同
和
問
題
を
正
し
­
理
解
す
る

た
め
に
は
'

人
の
い
た
み
か
わ
か

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
共
感

る
こ
と
に
よ
っ
て
'

差
別
の
相
続

人
を
つ
­
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
i
U
P
家
庭
に
お
い
て
︑

ま
ず
私
た
ち
大
人
は
同
和
問
題
を

正
し
­
理
解
し
た
う
え
で
'

子
ど

も
に
は
っ
き
り
教
,

そ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

し
あ
う
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切

で
す
o　
家
庭
の
中
で
'

お
年
寄
り

や
子
ど
も
へ　
夫
や
妻
の
立
場
を
理

解
し
'

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
苦
し

み
へ　
喜
び
を
共
に
分
か
ち
あ
う
家

族
関
係
を
つ
­
り
'

人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
よ
う
に

i
:

ォ
り
ま
し
­
H
う
.
A

摩
私
た
ち
大
人
が
同
和
閉
篭
を
正

し
­
理
解
し
ま
し
ょ
う

「
子
は
親
の
鏡
」
と
い
わ
れ
ま
す
︒

私
た
ち
大
人
に
偏
見
が
あ
れ
ば
'

教
え
な
­
て
も
子
ど
も
は
偏
見
を

も
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
o　
家
庭
の

中
で
大
人
が
子
ど
も
に
差
別
を
教

え
な
い
'

伝
え
な
い
な
ど
自
覚
す

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

○
同
和
間
馬
解
決
の
た
め
へ
家

庭
で
で
き
る
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
か

子
育
て
に
つ
い
て

ご
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か

育
児
の
悩
み
や
心
配
を
気
軽
に

電
話
で
ご
相
談
­
だ
さ
い
︒

相
談
日　
毎
週
土
曜
日

午
前
九
時
～
十
二
時

相
談
者　
富
の
原
保
育
園

倉
沢　
泰
(

園
長
)

電　
話　
八
­
五
五
九
五

　ヽ
.
I

I
q

保
険
料
を
納
め
る
の
は
'

第
l

号
被
保
険
者
(

自
営
業
の
人
な
ど
)

と
任
意
加
入
被
保
険
者
で
す
︒
し
ハ

十
l

年
度
分
の
定
積
保
険
料
は
l

个
月
七
へ　
1
0
0
円
へ　
付
加
保
険

料
は
1
个
月
間
〇
〇
円
で
す
︒

あ
な
た
自
身
の
大
切
な
年
金
で

す
︒保

険
料
は
必
ず
へ　

納
期
限
ま
で

納
め
ま
し
ょ
う
︒

t

;ニ=ミ

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒

国
民
年
金
の
保
険
料
は
決
し
て

自
分
の
た
め
だ
け
の
積
立
貯
金
で

は
な
­ 
'

全
国
民
が
み
ん
な
で
現

在
の
年
金
受
給
者
の
年
金
給
付
を

支
え
る
た
め
に
へ　
自
営
業
の
方
か

ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
ま
で
'

公
平
に
費
用
の
負
担
を
す
る
も
の

です︒保
険
料
を
忘
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
す
と
'

年
金
を
受
け
ら
れ

な
­
な
っ
た
り
'

年
金
額
が
少
く

な
っ
た
り
し
ま
す
︒
そ
れ
に
へ　
保

険
料
が
何
个
月
分
も
滞
納
さ
れ
ま

す
と
'

金
額
も
多
­
な
り
納
め
る

の
が
大
変
で
す
︒
納
め
忘
れ
が
な

い
か
今
一
度
お
確
か
め
­
だ
さ
い
︒

も
し
︑
納
付
書
の
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
と
き
や
納
付
書
を
紛
失
し

た
と
き
へ　
ま
た
へ　
思
わ
ぬ
災
害
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
と
き
は
'

早
め
に
役

場
国
民
年
金
係
に
問
い
合
せ
下
さ

4

＼

大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

長
寿
社
会
へ
の
提
案
と
し
て
の
'

懸
賞
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
︒

町
民
の
方
か
ら
の
多
数
の
応
募
を

お
願
い
致
し
ま
す
︒

「　
応
募
部
門

※
1
股
の
部　

個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
で
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
(
A

四
)

五
〇
枚
程
度
及
び
目
次
と

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
の
要
旨
添

付
※
高
校
生
の
部　

四
〇
〇
字
詰
原

稿
用
紙
(
A
凶
)

十
枚
程
度

二
へ　
応
募
資
格

一
般
は
一
切
の
資
格
を
問
い
ま

せ
ん
が
'

高
校
生
は
高
等
学
校

に
在
学
中
の
生
徒

三
へ　
応
募
要
領

原
稿
は
日
本
語
で
タ
テ
書
き
と

し
へ　
黒
の
ペ
ン
か
万
年
筆
を
使

用
︒
又
へ　
必
ず
原
本
を
提
出
し

ペ
ー
ジ
を
必
ず
入
れ
て
下
さ
い
︒

四
︑
応
募
締
め
切
り
目

昭
和
六
十
二
年
一
月
三
十
一
日

川
消
印
有
効

五
'

そ
の
他

応
募
要
領
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
︒

電
話　

八
1
二
二
五
八

有　
二
三
三
一

考
え
て
く
だ
さ
い

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

明
る
い

あ
し
た
の
社
会
を
め
ざ
し
て

●
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一譜は汀ほ

交
通
事
故
防
止
運
動
に
つ
い
て

〝
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
㈲

か
ら
昭
和
六
十
二
年
一
月
十
日
他

ま
で
〟

※
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
︑
年
末
年
始
特

有
の
飲
酒
運
転
︑
暴
走
運
転
等
に

よ
る
重
大
事
故
の
多
発
が
予
想
さ

れ
る
た
め
︑
県
民
の
す
べ
て
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
へ　
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
︒

※
運
動
の
重
点

☆
シ
ー
­
ベ
ル
­
・
ヘ
ル
メ
ッ
­

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

☆
飲
酒
・
暴
走
な
ど
無
謀
運
転
の

絶
滅

☆
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

☆
夕
方
の
車
両
早
目
点
灯
の
推
進

が
運
動
の
重
点
と
な
っ
て
い
ま

・

W

­

特
に
十
一
月
一
日
よ
り
シ
ー
­

ベ
ル
­
の
非
着
用
が
全
て
の
道
路

で
行
政
処
分
点
数
が
1
点
付
加
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

シ
ー
­
ベ
ル
­
は
正
し
­
締
め
て

こ
そ
あ
な
た
の
命
綱
に
な
り
ま
す
︒

車
を
運
転
す
る
と
き
は
必
ず
シ
ー

­
ベ
ル
­
を
締
め
ま
し
ょ
う
︒

ま
た
こ
の
時
期
は
飲
酒
等
の
機

会
が
増
え
る
た
め
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

町
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
事
故
の

な
い
明
る
い
町
に
な
る
よ
う
町
民

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

ジャンボタニシの撲滅を
推進しましょう

秋から春にかけての防除のポイント、次のとおりですO
是非、集落ぐるみ実施しましょう。
(》　用水路や排水路などの貝は、次の年の被害のもと

になりますので、貝を捕獲してください。
なお、用水路や排水路などでは、薬剤などは使えま
せん。

②　水のないところや土の表面に出たものは、冬の寒
波により非常に死にやすいので、用水路や排水路な
どの溝さらえを実施しましょうO

③　衝撃や寒さに弱いので、水田では、裏作に麦など
の畑作物を作るか、休耕するときは厳冬期に1­2
回耕起してください。

④　湿Hなどの水のあるところでは、地温があまり下
がらず、生き残る貝が増えますので、土壌­の酸素
の補給を兼ね、水田の排水に努めてください。

注)　ジャンボタニシは、和名がラプラタリンゴガイとさ
れていましたが、実はスクミリンゴガイであることが
わかり、改名されることになりました。

近
年
へ　
た
ば
こ
に
ば
れ
い
し
ょ

Y
ウ
ィ
ル
ス
の
強
毒
性
系
統
の
病

害
が
県
内
各
地
で
発
生
し
て
お
り

ま
す
︒
本
町
で
も
'

十
二
个
所
で

七
ア
ー
ル
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
︒

被
害
の
あ
る
た
ば
こ
羅
病
株
は
'

伝
搬
源
と
な
る
の
で
処
分
し
て
い

ます︒
◎
病
害
の
症
状

(
ば
れ
い
し
ょ
)

○
某
が
縮
れ
る
︒

○
葉
の
裏
や
茎
が
茶
褐
色
に
な
る
︒

○
生
育
が
悪
­
な
る
︒

(たばこ)

○
葉
脈
に
網
目
状
え
そ
を
生
じ
る
︒

○
葉
脈
間
に
黄
色
斑
点
を
生
じ
る
︒

○
業
が
縮
れ
る
︒

○
茎
の
表
面
や
髄
部
に
え
そ
症
状

を
生
じ
る
︒

○
根
が
褐
変
し
腐
敗
す
る
︒

○
株
の
生
育
が
悪
­
な
る
︒

○
激
発
畑
で
は
'

下
葉
か
ら
枯
れ

上
が
り
収
穫
皆
無
と
な
る
︒

◎
ウ
ィ
ル
ス
病
伝
搬
経
路

◎
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

0
ば
れ
い
し
ょ
は
'

た
ば
こ
畑
と

の
距
錐
を
百
メ
1
­
ル
以
上
離
し

て
栽
培
し
ま
し
ょ
う
︒

臼
や
む
を
え
ず
百
メ
ー
ト
ル
以
内

に
栽
培
す
る
場
合
は
︑
ウ
ィ
ル
ス
を

媒
介
す
る
ア
プ
ラ
ム
シ
を
防
除
し

ま
し
ょ
う
0

0
薬
剤
散
布
(

ば
れ
い
し
ょ
)

散
布
時
期

ば
れ
い
し
ょ
の
生
育
初
期
(

三

月
中
旬
～
四
月
上
旬
)

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
飛
来
時
期
(

四

月
～
五
月
中
旬
)

薬
剤

デ
イ
ジ
ス
­
ン
粒
剤
等
(

植
え

付
け
時
)

散
布
量
十
ア
ー
ル
当
り

四
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
回

オ
ル
­
ラ
ン
水
和
剤
千
倍
液
ニ

ー
四
回
へ　
散
布
量
十
ア
ー
ル
当
り

百
二
十
～
二
百
-
ツ
-
ル
　
(
収
穫

七
日
前
ま
で
)

Q
Q
>
0
,
g
乳
剤
千
倍
液
二
～

四
回
へ　
散
布
量
十
ア
ー
ル
当
り
百

二
十
­
二
百
­
ツ
­
ル　
(

収
穫
前

まで)
臼
掘
り
残
し
い
も
を
畑
や
畦
畔
に

放
置
し
な
い
よ
­
に
し
ま
し
ょ
­
O

火
の
用
心　

家
族
み
ん
な
の　

あ
い
こ
と
ば
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

う
か
れ
て
い
い
が　

火
の
始
末

申
告
納
税
制
度
を
支
え
る
た
め
に

我
が
国
の
税
制
は
︑
自
分
の
所

得
の
状
況
を
最
も
よ
­
知
っ
て
い

る
納
税
者
が
'

自
ら
税
法
に
従
っ

て
自
分
の
所
得
と
税
額
と
を
正
し

­
計
算
し
て
︑
申
告
し
納
税
す
る

と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
︒

そ
れ
だ
け
に
'

納
税
者
の
皆
さ

ん
1
人
l

人
が
税
の
役
割
を
正
し

­
理
解
し
'

納
税
は
'

市
民
社
会

を
支
え
る
た
め
に
皆
が
守
る
べ
き

ル
ー
ル
で
あ
る
と
の
意
識
の
下
に

「
申
告
納
税
制
度
」
を
自
分
た
ち

の
も
の
と
し
て
︑
育
て
て
い
­
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

税
務
署
で
は
︑
申
告
納
税
制
度

の
基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申
告
と

納
税
」　
の
た
め
に
へ　
広
報
︑
相
談
へ

指
導
へ　
調
査
を
通
じ
て
へ　
正
し
い

税
知
識
の
普
及
や
税
負
担
の
公
平

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
︑
な
ん

と
い
っ
て
も
申
告
納
税
制
度
の
主

役
は
'

納
税
者
の
皆
さ
ん
で
す
︒

戯
そ
の
た
め
'

税
務
署
で
は
︑
地

方
公
共
団
体
へ　
税
理
士
会
へ　
日
本

税
務
協
会
︑
青
色
申
告
会
へ　
法
人

会
へ　
問
税
協
力
会
へ　
納
税
貯
蓄
組

合
等
税
務
関
係
の
団
体
と
の
連
携

を
積
極
的
に
推
進
し
︑
理
想
の
申

告
納
税
制
度
の
定
着
に
努
め
て
い

ます︒な
お
へ　
税
務
関
係
の
団
体
の
こ

と
で
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
ち　
最
寄
り
の
税
務

署
か
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お

尋
ね
­
だ
さ
い
︒

菊
池
税
務
署

電話売蝣',/蝣蝣　
丘・.二

支
払
調
書
の
提
出
は

一
月
三
十
一
日
ま
で

給
料
へ　
報
酬
︑
料
金
な
ど
の
支

払
者
は
'

支
払
先
の
住
所
へ
氏
名
へ

支
払
金
額
な
ど
を
記
載
し
た
書
類

(
支
払
調
書
と
い
い
ま
す
︒
)

を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

履RWMH&

正
確
に
記
載
L
t　

提
出
期
限
の

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
し
て

­
だ
さ
い
︒
詳
し
い
こ
と
は
'

最

寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
­
だ
さ
い
︒

12月20日は
の納期
限です

県町民税第　4　期
国民健康保険税第4期
年末近くになりますと金融機関
の窓口の混雑が予想されます。
早目に納めましょう。

製造事業所の皆さん.〟

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

工
業
統
計
調
査統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
'

安
心
し
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
︒

看
護
職
で
未
就
業
の
方

お
知
ら
せ
下
さ
い

熊
本
県
で
は
'

看
護
職
末
就
業

者
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

保
健
婦
へ　
助
産
婦
︑
看
護
婦
へ

准
看
護
婦
の
い
づ
れ
か
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
方
で
'

現
在
看
護
業

務
に
就
業
さ
れ
て
い
な
い
方
は
'

た
い
へ
ん
お
手
数
で
す
が
へ　
町
役

場
住
民
福
祉
課
衛
生
係
ま
で
御
連

絡
下
さ
い
︒

尚
︑
こ
れ
は
実
態
調
査
で
す
の

で
'

就
業
希
望
あ
り
の
方
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
︑
就
業
希
望
な
し
の

方
も
御
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
︒

住
民
福
祉
課　
衛
生
係

電
話　
八
­
二
1　
1　
1

有
線　
　
　

二
二
l

二

通
商
産
業
省
で
は
'

昭
和
六
十

1
年
の
「
工
業
統
計
調
在
」
と
「
れ

油
等
消
費
構
造
統
計
調
奄
」
を
十

二
月
三
卜
l 
H
現
在
で
行
い
ま
f
o

調
査
の
対
象
と
な
る
製
造
業
を
営

む
事
業
所
に
は
'

年
末
か
ら
一
月

に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
︒

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
'

善意の寄付金
:t、「'/vより、 inni.ニJft納I.W,式二　蠎t

費としてご寄付いただきました。紙上を
おかリしてお礼を申し上げます。

11H13日現在

糾f;ii　　迎鞍
亡(長男　信房　45オ)

小森Ef]鼎殿
亡(母　小春　903つ

中村　義隆殿
亡(母　カエヲ　86才)

中尾　俊之殿
亡(母　タツミ　83オ)

山本　正信殿
亡(母　アキオ　80才)

○香典返し
上作I.­

○香典返し
111!,',1:,二Lく

○香典返し
簡閲ffi

o香典返し
南住吉

○香典返し
上住吉

●

●
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俳　
句
一

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
十
月
例
会
f
E

天
高
し
天
安
広
場
人
小
さ
し

長
城
の
彼
方
秋
天
西
城
へ内

村
泊
虹

法
師
蝉
余
生
の
画
筆
せ
き
立
つ
る

木
犀
の
落
花
浴
び
つ
つ
立
話

中
島
十
空

搭
乗
す
異
国
の
秋
に
満
ち
足
ら
ひ

聖
孔
子
の
姿
顕
た
し
め
秋
の
庿

坂
本
松
枝

雨
音
に
夜
半
の
目
覚
め
や
初
時
雨

竹
林
を
立
待
月
の
今
出
づ
る

内
田　
茂

身
弱
さ
に
辛
き
九
月
の
終
り
け
り

秋
惜
し
み
つ
つ
一
人
踏
む
河
原
石

渡
辺
文
子

爽
か
に
返
り
咲
き
し
て
鉄
線
花

村
山
数
恵

高
々
と
飛
び
秋
燕
暮
れ
残
る

秋
目
潰
し
披
璃
戸
に
木
々
の
影
落

と
し

吉
岡
民
子

汗
の
シ
ャ
ツ
背
に
へ
ば
り
つ
き
作

業
果
つ

摘
み
貯
め
て
助
に
還
り
真
珠
沙
華

内
村
鈴
子

連
ら
な
り
て
へ
の
字
に
も
な
り
渡

り
鳥

天
ま
で
も
響
き
て
百
舌
鳥
の
高
音

rr­t­*

渡
辺
白
魚

泊
水
短
歌
会
十
月
詠
革

蚕
室
の
蚕
は
繭
ご
も
り
月
匂
ふ
夜

道
の
声
の
さ
は
さ
は
と
過
ぐ

古
田　

信
子

職
退
き
て
十
六
年
目
夫
今
も
敬
老

の
日
に
茶
筒
贈
ら
る

足
立
た
つ
お

黄
一
輪
足
摺
岬
の
崖
に
見
る
太
平

洋
の
怒
涛
の
下
に

長
尾
は
る
み

ぢ
り
ぢ
り
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
焼
け
き

れ
ず
化
学
進
歩
も
か
か
る
負
を
も

つ　
　
　
　
　
　
　
　

大
島　
き
と

い
つ
よ
り
か
見
失
ひ
ぬ
し
茶
の
釦

よ
こ
こ
の
淀
み
に
流
れ
来
て
ゐ
る

福
原
美
智
子

葉
つ
や
実
笑
み
こ
ぼ
れ
L
を
石
拾

ふ
ご
と
­
坐
り
し
ま
ま
拾
ひ
溜
む

内
田
つ
ね
代

厨
ご
と
し
ば
し
離
れ
し
朝
床
に
嫁

の
厨
の
音
き
き
な
ご
む増

田
久
美
子

庭
隅
の
返
り
咲
き
せ
る
木
犀
に
限

弱
き
夫
の
唄
覚
は
鋭
き勝

又
千
代
子

発
つ
朝
の
茶
に
紅
の
梅
干
を
入
れ

­
れ
し
母
想
ふ
旅
の
夜藤

本
の
り
子

日時　昭和61年12月17日
午前10時～1 1時30分

場所　泊水町農村環境改善
センター前

※現在借りておられる図書
は今回なるべく返却され
るようお願いします。

県移動図書館
いずみ号配本のお知らせ

たくさんの方の御利用を

お待ちしていまlo

㊨㊥㊥㊥
アルフレッド・シスレーの「ポール­マル

リーの洪水」 「モレの橋」
1874年から77年にかけてシスレーはマルリ

ーに住み、ポール­マルリーの洪水は、水面
の光の反射が空の雲と微妙に対応して拝情的
なふん国気をかもし出している。洪水のよう
な劇的な出来事もシスレーの筆によると詩的

火　な光景に描きあげられてしまう。
の　1882年以降シスレーはフォンテヌブローの
甲　森のはずれ、ロワン川に治った古い町モレに
心　　定住し、その付近の風景を描き続けた。モレ

の橋は陽光のもとに眠るような静かな町が拝
情詩のような描かれている。

シスレーにパリに生れたイギリス人で、望
みながらついにフランスに帰化できなかった
が、パリとその近郊の風景画の制作に徹し、
もっともフランス的な印象派画家であった。
◎展示は町改善センター2階ロビーと町役場

ロビーにしていますので、是非ご覧下さい。

シスレー/モレの橋

家
族
み
ん
な
の　

あ
い
こ
と
ば
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し
尿
汲
取
り

ミ
収
集
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様

方
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

◎
し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

▼
十
二
月
三
十
日
か
ら
一
月
四
日

ま
ま
で
汲
取
り
を
休
み
ま
す
o

▼
十
二
月
二
十
日
出
へ　
二
十
七
日

田
へ　
二
十
八
日
価
へ　
二
十
九
日

棚
を
平
日
通
り
汲
取
り
し
ま
す
︒

▼
年
末
(

十
二
月
三
十
日
へ　
三
十

1
日
)　

の
汲
取
り
予
定
分
は
十

二
月
二
十
九
日
ま
で
に
汲
取
り

を
実
施
し
ま
す
︒

▼
年
末
年
始
の
関
係
で
汲
取
り
の

一
部
で
'

日
時
が
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒

○
し
尿
汲
取
り
の
連
絡
場
所

菊
池
西
部
衛
生
有
限
会
社

電
話
〇
九
六
・
二
些
一
・
〇
〇
五
九

◎
ご
み
収
集
に
つ
い
て

・.;tJ・・.・.:I.

▼
年
末
の
燃
物
収
集
は
十
二
月
三

十
日
側
を
収
集
し
て
終
り
と
し

H
f
f

サ
K

▼
年
始
の
燃
物
収
集
は
1
月
五
日

㈲
よ
り
予
定
表
ど
お
り
収
集
し

ま
す
〇

・・:・.I..:.

▼
年
末
の
不
燃
物
収
集
は
予
定
表

ど
お
り
収
集
し
て
終
わ
り
ま
す
︒

▼
年
始
一
月
一
日
(

第
一
木
曜
日
)

分
は
'

年
末
十
二
月
三
十
日
㈹

告　知　板

12月行事予定表
1日　同和教育講演会19:30

(田島、住吉、永)
民生委員会13:00

2日　同和教育講演会19:30
(桜山、吉富)

3日　同和教育講演会19:30
(豊水、福本)

10日　高令者学級　婦人学級
11日　高令者学級　婦人学級

栄養教室　長期入院者見舞　9:00
14日　県下優秀校招待剣道大会　9:00
15日　区長会13:30
17日　いずみ号来庁
19日　消防役員会13:30
22日　農業委員会13:30­
24日　小中学校終業式
27日　御用納め
29日　年末警戒

に
収
集
し
ま
す
︒

▼
年
始
の
不
燃
物
収
集
は
1
月
七

日
(

第
一
水
曜
日
)

へ
一
月
八
日

(
第
二
木
曜
日
)

よ
り
予
定
表
ど

お
り
収
集
し
ま
す
︒

◎
可
燃
物
︑
不
燃
物
の
個
人
持
込

み
に
つ
い
て

▼
可
燃
物
︑
不
燃
物
の
個
人
持
込

み
は
'

十
二
月
三
十
日
午
後
四

時
以
降
か
ら
一
月
四
日
ま
で
は

閉
鎖
さ
れ
ま
す
o

▼
埋
立
地
へ
の
生
ご
み
の
搬
入
は

絶
対
で
き
ま
せ
ん
︒
(

持
っ
て

来
ら
れ
て
も
'

持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒
)

※
ゴ
ミ
出
し
.

に
つ
い
て
お
願
い

①
各
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
出
し
は
'

収
集
日
の
午
前
八
時
三
十
分
ま

で
に
必
ず
指
定
の
場
所
に
出
し

て
下
さ
い
︒
(

予
定
日
以
外
に

出
す
と
置
場
が
き
た
な
­
な
り

s
a
a
i　

的

②
町
の
指
定
ゴ
ミ
袋
へ
市
販
の
ゴ

ミ
袋
は
潜
水
町
収
入
証
紙
を
貼

付
し
て
出
し
て
­
だ
さ
い
︒

◎
ご
み
収
集
の
連
絡
先

○
菊
池
西
部
衛
生
有
限
会
社
(

樵

え
る
も
の
)

電
話
〇
九
六
二
両
二
・
〇
〇
五
九

〇
最
終
処
分
場
(

燃
え
な
い
も
の
)

大
津
町
杉
水

電
話
〇
九
六
二
元
三
二
二
二
二

〇
潤
水
町
役
場　
八
二
n 
i 
l

12月日曜当番医
12月7日　清原医院　内科

潤水町　　­21 06
12月14日　羽地医院　′ト内外

合志町248­0605
12月21日　大竹医院　産婦科

西合志町344­3232
12月28日　古沢医院　内小科

西合志町338­8988
12月29・30・31日　岸病院

外磐科潤水町8­2750
昭和62年1月1 ­　2　­　3日

岸　病院　外整科　潤水町
1月4日　山閏医院内小科
合志町　248­0007

三
種
混
合
H
期
の

実
施
に
つ
い
て

百
日
せ
き
︑
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び

破
傷
風
の
三
種
混
合
予
防
接
種
は

I
期
を
三
～
八
週
間
の
間
隔
で
三

回
接
種
し
︑
H
期
を
I

期
終
了
後

十
二
～
十
八
か
月
の
間
に
一
回
接

種
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

町
で
は
︑
三
種
混
合
予
防
接
種

H
期
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
o　
こ
れ
か
ら
寒
­
な
り
ま
す
の

で
'

子
供
さ
ん
の
健
康
管
理
に
は

御
注
意
下
さ
い
︒

記

◎
日
程　

十
二
月
十
九
日
脚

1
月
二
十
日
用　
も
れ

◎
受
付
時
間　

午
後
一
時
三
十
分

か
ら
二
時
三
十
分

◎
場
所　

潤
水
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

◎
対
象
者　

昭
和
五
十
七
年
九
月

五
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

九
月
六
日
生
れ
で
'

昨
年

I
期
を
実
施
し
た
幼
児

◎
持
参
晶　

母
子
手
帳

印
か
ん

問
い
合
せ
先
­
i
­
役
場
住
民

福
祉
課　

衛
生
係

m集器婆¥¥uaj

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
へ　
何
か

と
忙
し
­
な
っ
て
き
ま
す
が
︑
お

酒
を
飲
む
機
会
も
多
­
な
り
へ　

体

調
を
­
ず
し
が
ち
と
な
り
ま
す
︒

お
互
い
に
︑
自
分
の
健
康
は
自
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す
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